
▲「私だけの森の中」上諏訪中学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）
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審議結果（9月定例会）
議会TOPICS・姉妹都市交歓研修会を開催
議会だよりモニター通信
表紙のご紹介
議長室からこんにちは！／編集委員よりひとこと

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.0266-52-4141（内線 537・521） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会  ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
 LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

　  定例会は　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。

11月25日（火)
12月  1日（月)

2日（火)
3日（水)
11日（木)

月 日 会 議
提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！

友だち登録は
こちらから！

編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
長
か
っ
た
暑
い
夏
も
よ
う
や

く
秋
の
風
に
変
わ
り
、冬
へ
向

か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
も
多
く
の
観
光
客
に

お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。諏

訪
市
は
何
か
と
観
光
や
産
業
で

は
話
題
に
な
り
ま
す
が
、住
民

の
暮
ら
し
や
す
さ
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
９
月
議
会
で
は
令
和
６
年
度

決
算
を
審
査
し
、諏
訪
市
政
が

さ
ら
に
住
民
の
た
め
に
な
る
よ

う
意
見
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
み
な
さ
ん
の
声
を
伺
っ
て
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

諏
訪
市
が
暮
ら
し
や
す
さ
で
も

話
題
に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
た
え
る
寒
さ
が
や
っ
て
き

ま
す
。ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　    （
大
津  

学
）

諏訪市公式LINEで議会だよりを配信します！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
見ましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃん
ねる」（１21ch）で生中継しています。また
代表・一般質問の映像は定例会終了後、
YouTubeにアップしています。各議員の
QRコードを読み込むと、動画一覧ページ
に移動しますので、ぜひご覧ください。ま
た、本会議の会議録は、図書館、市役所
ロビー、ホームページ、議会事務局で閲
覧することができます。

請願・陳情を提出することが
できます！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見や要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　　   までです。
　提出方法など、詳しくは事前に
　お問い合わせください。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

横
山
　
　
真

大
津
　
　
学

藤
森
靖
明

藤
森
綾
子

岩
波 

万
佐
巳

牛
山
実
弦

議
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

月     日（月）正午11 17

月      日（火）11 25月12

月定例会日程（10：00～予定）12

目次

議長室か
ら

こんにち
は！

　９月に入り、上社十五夜祭奉納相撲、伊東市文化
協会との姉妹市交歓学

習会に参加してきました。まさに芸術・文化の秋で
す。芸術や文化は人の五

感を通じて、語る力・つなぐ力・育てる力など私た
ちの心や社会に根ざした

力を持っています。
　奉納相撲は、地域の絆と室町時代からつながる

歴史と文化。交流は今年

で６０周年、異なる文化が交わり、互いの理解と友
情を深める催しで地域の

歴史と未来をつなぐ会でした。いよいよ文化センタ
ーの改修が始まります。

過去の遺産を守りながら、未来の市民活動や文化
創造の基盤を築く施設で

す。市民に愛されるセンターになることでしょう。
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決算審査特別委員会報告♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査
　の内容です。  　　　  【委員長  牛山 実弦】

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
６
年

度
決
算
書
、
成
果
説
明
書
、
不
用
額
説
明

書
等
に
よ
り
全
部
局
の
説
明
を
受
け
、
認

定
６
件
及
び
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
会
計
別
決
算
状
況
は
、

２
ペ
ー
ジ
一
覧
表
の
と
お
り
。

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、
過
去
最

大
規
模
で
、市
長
３
期
目
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と
第
六
次
諏
訪
市
総
合
計
画
の
実
現
を
目

指
し
「
雲
間
を
突
き
抜
け
、
力
強
く
未
来

を
描
く
　登
龍
予
算
」と
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
子
育

て
・
教
育
支
援
、
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
施

策
を
掲
げ
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た

め
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
た
。

　
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
、一
般
会
計
の
予
算
現
額
は
、２
５

３
億
７
２
９
２
万
４
千
円
、特
別
会
計
と

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
３
１
０
億
６
６
０

２
万
８
千
円
で
あ
り
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
総
計
決
算
に
お
け
る
予
算
現
額
に
対

す
る
収
入
率
は
96
．０
％
、執
行
率
は
92
．

１
％
と
な
る
。

　
ま
た
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
全
体

の
不
用
額
総
額
は
、令
和
５
年
度
約
13
億

８
４
２
６
万
円
か
ら
令
和
６
年
度
約
13

億
２
０
１
１
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
、
約
６
４
１
５
万
円
の
減
と
な
っ

た
。

・
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
、
目
標
金
額

に
は
若
干
届
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
努
力

を
認
め
、
評
価
す
る
。

・
松
く
い
虫
被
害
防
止
と
し
て
伐
採
処
理

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

・
市
税
の
収
納
率
は
過
去
４
番
目
の

98
．74
％
を
達
成
。
①
早
期
着
手
、②

効
率
的
整
理
、③
滞
納
者
の
意
識
改

善
の
方
針
が
奏
功
し
た
。市
税
は
確

か
な
財
源
で
あ
り
、今
後
も
適
正
な

滞
納
整
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
ひ
ろ
が
る
笑
顔
ゆ
め
保
育
所
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、「
公
立
保
育
園
の
施
設
面
か

ら
今
後
の
方
針
」
が
令
和
７
年
２
月
に

示
さ
れ
た
が
、
地
域
の
保
護
者
か
ら
も

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い

と
の
声
が
あ
る
。
ま
ず
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
早
め
に
示
さ
れ
た
い
。

・
学
校
給
食
費
は
、
国
庫
補
助
を
用
い
保

護
者
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
努
力
す
る

姿
勢
は
評
価
す
る
が
、
無
償
化
へ
段
階
的

に
向
か
っ
て
い
る
近
隣
自
治
体
も
あ
る

中
、
当
市
も
一
歩
踏
み
出
す
べ
き
で
あ

る
。
節
約
は
こ
れ
か
ら
の
大
型
事
業
に
備

え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
も
っ
と
市

民
福
祉
の
た
め
に
使
う
べ
き
で
は
な
い

か
、
市
民
の
た
め
の
決
算
と
な
っ
て
お
ら

ず
不
認
定
。

・
令
和
６
年
度
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

費
に
４
７
６
２
万
７
千
円
を
執
行
。
文
化

財
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
60
年
も

経
っ
た
建
物
に
39
億
円
も
の
改
修
工
事

費
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
設
計
委
託
料
は
無

駄
と
し
か
思
え
な
い
た
め
不
認
定
。

・
財
政
健
全
化
判
断
比
率
も
基
準
内
で
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
も
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
全
体
は

適
切
に
執
行
さ
れ
て
お
り
認
定
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
３
月
の
議
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
予
算
を

執
行
し
た
も
の
で
、
本
来
の
目
的
に
合
致

し
た
事
業
と
の
こ
と
か
ら
認
定
。

　
令
和
５
年
10
月
に
10
％
程
度
の
水
道
料

金
の
改
定
を
予
定
し
て
い
た
が
、
経
済
情

勢
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
先

送
り
し
、令
和
６
年
10
月
よ
り
平
均
16
．

79
％
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
管
路
施
設

の
維
持
管
理
、
地
震
対
策
等
に
多
額
の
費

用
が
掛
か
る
と
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負

担
に
も
限
界
が
あ
る
。
全
国
的
に
は
繰
り

入
れ
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
の

市
民
生
活
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
16
．79
％

の
値
上
げ
は
回
避
す
べ
き
で
あ
っ
た
た
め

不
認
定
。

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
本
来
で
あ

れ
ば
令
和
５
年
度
に
料
金
改
定
す
る
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
１
年
先
送
り

し
、
令
和
６
年
10
月
に
水
道
料
金
改
定
を

行
っ
た
。
令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
は

８
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
決
算
と
な

り
、
し
っ
か
り
と
事
業
経
営
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
た
め
認
定
。

　
認
定
第
１
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

　
認
定
第
２
号
か
ら
認
定
第
６
号
は
、
全

会
一
致
で
認
定
。

　
議
案
第
46
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
及
び
認
定
。

　
議
案
第
47
号
・
第
48
号
の
２
件
は
全
会

一
致
で
可
決
及
び
認
定
。

　※

詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
審
議
結
果
へ
。

令和6年度
決算

一般会計歳入額（入ってきたお金） 一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）286億1,769万5,876円

議会は 見た
！

金の使い方
聴いた

！!

　　　　　　　　  皆さんが納めた税金はどのように使われたのでしょうか。
令和６年度の決算は、９月４日・５日・８日の３日間、決算審査特別委員会で審査が行われ、

一般会計決算と特別会計決算６件が認定、公営企業会計の議案３件が可決及び認定されました。
効果的な税の使い道について、決算審査特別委員それぞれの視点から出た意見などを紹介します。

【収益的収入】料金収入や引き受けた工事の利益など  【収益的支出】人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
【資本的収入】事業を行うために借り入れる企業債（借金）など 【資本的支出】建設改良費や企業債の返済元金など

※億と万の単位を揃えて記載しています。

［令和6年度会計別決算一覧］

水道事業会計 温泉事業会計
公営企業会計

下水道事業会計

※収益的収入・支出（税抜）、資本的収入・支出（税込）で表記

使用料及び手数料 1.0%

繰入金 3.7％

分担金及び負担金
0.8％

諸支出金 0.9％
地方譲与税 0.8％

その他 4.0％ 労働費 0.2％

市税
32.0％

民生費
33.8％

収益的収入 9億2,001万5,319円
資本的収入 1億2,242万2,794円
収益的支出 8億3,878万6,673円
資本的支出 4億4,620万     89円

収益的収入 3億1,807万3,452円
資本的収入  　　 332万6,400円
収益的支出 2億8,200万6,063円
資本的支出 2億1,208万5,000円

244億3,389万7,463円

298億2,101万6,360円

国民健康保険
霧ヶ峰リフト事業
公設地方卸売市場事業
駐車場事業
後期高齢者医療
　　　小　計
合　計

一般会計
会計別／区分 歳入済額（収入） 歳出済額（支出）

特
別
会
計

233億 5,163万2,303円
43億   851万4,522円

3,713万3,547円
6,880万9,667円
1,258万7,282円

9億6,007万3,879円
53億8,711万8,897円

42億 2,250万6,669円
3,713万3,547円
6,880万9,667円
1,017万4,681円

9億 2,743万9,009円
52億6,606万3,573円
286億1,769万5,876円

収益的収入 19億7,333万9,277円
資本的収入   3億4,534万5,043円
収益的支出 18億   583万1,755円
資本的支出 12億2,542万8,328円

地方交付税
16.9％

国庫支出金 12.8％
諸収入 7.2％

繰越金 4.7％

市債 6.0％

地方消費税交付金
5.5％

県支出金 4.6％

農林水産業費 1.3%

消防費 3.2％

議会費 0.7％

衛生費 6.9％

商工費 6.8％

公債費 9.7％

土木費 11.2％

総務費
16.3％教育費 9.0％

評
価
さ
れ
た
こ
と

【一般
会
計
】

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

決
算
の
状
況

指
摘
事
項・改
善
要
望

認
定
第
１
号 

一般
会
計
決
算

決算審査特別委員会の様子

討 

論

採
決
の
結
果

反
対

反
対

賛
成

賛
成

議
案
第
46
号 

水
道
事
業
会
計
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決算審査特別委員会報告♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査
　の内容です。  　　　  【委員長  牛山 実弦】

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
６
年

度
決
算
書
、
成
果
説
明
書
、
不
用
額
説
明

書
等
に
よ
り
全
部
局
の
説
明
を
受
け
、
認

定
６
件
及
び
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
会
計
別
決
算
状
況
は
、

２
ペ
ー
ジ
一
覧
表
の
と
お
り
。

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、
過
去
最

大
規
模
で
、市
長
３
期
目
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と
第
六
次
諏
訪
市
総
合
計
画
の
実
現
を
目

指
し
「
雲
間
を
突
き
抜
け
、
力
強
く
未
来

を
描
く
　登
龍
予
算
」と
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
子
育

て
・
教
育
支
援
、
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
施

策
を
掲
げ
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た

め
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
た
。

　
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
、一
般
会
計
の
予
算
現
額
は
、２
５

３
億
７
２
９
２
万
４
千
円
、特
別
会
計
と

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
３
１
０
億
６
６
０

２
万
８
千
円
で
あ
り
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
総
計
決
算
に
お
け
る
予
算
現
額
に
対

す
る
収
入
率
は
96
．０
％
、執
行
率
は
92
．

１
％
と
な
る
。

　
ま
た
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
全
体

の
不
用
額
総
額
は
、令
和
５
年
度
約
13
億

８
４
２
６
万
円
か
ら
令
和
６
年
度
約
13

億
２
０
１
１
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
、
約
６
４
１
５
万
円
の
減
と
な
っ

た
。

・
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
、
目
標
金
額

に
は
若
干
届
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
努
力

を
認
め
、
評
価
す
る
。

・
松
く
い
虫
被
害
防
止
と
し
て
伐
採
処
理

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

・
市
税
の
収
納
率
は
過
去
４
番
目
の

98
．74
％
を
達
成
。
①
早
期
着
手
、②

効
率
的
整
理
、③
滞
納
者
の
意
識
改

善
の
方
針
が
奏
功
し
た
。市
税
は
確

か
な
財
源
で
あ
り
、今
後
も
適
正
な

滞
納
整
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
ひ
ろ
が
る
笑
顔
ゆ
め
保
育
所
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、「
公
立
保
育
園
の
施
設
面
か

ら
今
後
の
方
針
」
が
令
和
７
年
２
月
に

示
さ
れ
た
が
、
地
域
の
保
護
者
か
ら
も

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い

と
の
声
が
あ
る
。
ま
ず
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
早
め
に
示
さ
れ
た
い
。

・
学
校
給
食
費
は
、
国
庫
補
助
を
用
い
保

護
者
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
努
力
す
る

姿
勢
は
評
価
す
る
が
、
無
償
化
へ
段
階
的

に
向
か
っ
て
い
る
近
隣
自
治
体
も
あ
る

中
、
当
市
も
一
歩
踏
み
出
す
べ
き
で
あ

る
。
節
約
は
こ
れ
か
ら
の
大
型
事
業
に
備

え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
も
っ
と
市

民
福
祉
の
た
め
に
使
う
べ
き
で
は
な
い

か
、
市
民
の
た
め
の
決
算
と
な
っ
て
お
ら

ず
不
認
定
。

・
令
和
６
年
度
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

費
に
４
７
６
２
万
７
千
円
を
執
行
。
文
化

財
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
60
年
も

経
っ
た
建
物
に
39
億
円
も
の
改
修
工
事

費
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
設
計
委
託
料
は
無

駄
と
し
か
思
え
な
い
た
め
不
認
定
。

・
財
政
健
全
化
判
断
比
率
も
基
準
内
で
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
も
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
全
体
は

適
切
に
執
行
さ
れ
て
お
り
認
定
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
３
月
の
議
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
予
算
を

執
行
し
た
も
の
で
、
本
来
の
目
的
に
合
致

し
た
事
業
と
の
こ
と
か
ら
認
定
。

　
令
和
５
年
10
月
に
10
％
程
度
の
水
道
料

金
の
改
定
を
予
定
し
て
い
た
が
、
経
済
情

勢
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
先

送
り
し
、令
和
６
年
10
月
よ
り
平
均
16
．

79
％
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
管
路
施
設

の
維
持
管
理
、
地
震
対
策
等
に
多
額
の
費

用
が
掛
か
る
と
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負

担
に
も
限
界
が
あ
る
。
全
国
的
に
は
繰
り

入
れ
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
の

市
民
生
活
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
16
．79
％

の
値
上
げ
は
回
避
す
べ
き
で
あ
っ
た
た
め

不
認
定
。

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
本
来
で
あ

れ
ば
令
和
５
年
度
に
料
金
改
定
す
る
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
１
年
先
送
り

し
、
令
和
６
年
10
月
に
水
道
料
金
改
定
を

行
っ
た
。
令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
は

８
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
決
算
と
な

り
、
し
っ
か
り
と
事
業
経
営
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
た
め
認
定
。

　
認
定
第
１
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

　
認
定
第
２
号
か
ら
認
定
第
６
号
は
、
全

会
一
致
で
認
定
。

　
議
案
第
46
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
及
び
認
定
。

　
議
案
第
47
号
・
第
48
号
の
２
件
は
全
会

一
致
で
可
決
及
び
認
定
。

　※

詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
審
議
結
果
へ
。

令和6年度
決算

一般会計歳入額（入ってきたお金） 一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）286億1,769万5,876円

議会は 見た
！

金の使い方
聴いた

！!

　　　　　　　　  皆さんが納めた税金はどのように使われたのでしょうか。
令和６年度の決算は、９月４日・５日・８日の３日間、決算審査特別委員会で審査が行われ、

一般会計決算と特別会計決算６件が認定、公営企業会計の議案３件が可決及び認定されました。
効果的な税の使い道について、決算審査特別委員それぞれの視点から出た意見などを紹介します。

【収益的収入】料金収入や引き受けた工事の利益など  【収益的支出】人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
【資本的収入】事業を行うために借り入れる企業債（借金）など 【資本的支出】建設改良費や企業債の返済元金など

※億と万の単位を揃えて記載しています。

［令和6年度会計別決算一覧］

水道事業会計 温泉事業会計
公営企業会計

下水道事業会計

※収益的収入・支出（税抜）、資本的収入・支出（税込）で表記

使用料及び手数料 1.0%

繰入金 3.7％

分担金及び負担金
0.8％

諸支出金 0.9％
地方譲与税 0.8％

その他 4.0％ 労働費 0.2％

市税
32.0％

民生費
33.8％

収益的収入 9億2,001万5,319円
資本的収入 1億2,242万2,794円
収益的支出 8億3,878万6,673円
資本的支出 4億4,620万     89円

収益的収入 3億1,807万3,452円
資本的収入  　　 332万6,400円
収益的支出 2億8,200万6,063円
資本的支出 2億1,208万5,000円

244億3,389万7,463円

298億2,101万6,360円

国民健康保険
霧ヶ峰リフト事業
公設地方卸売市場事業
駐車場事業
後期高齢者医療
　　　小　計
合　計

一般会計
会計別／区分 歳入済額（収入） 歳出済額（支出）

特
別
会
計

233億 5,163万2,303円
43億   851万4,522円

3,713万3,547円
6,880万9,667円
1,258万7,282円

9億6,007万3,879円
53億8,711万8,897円

42億 2,250万6,669円
3,713万3,547円
6,880万9,667円
1,017万4,681円

9億 2,743万9,009円
52億6,606万3,573円
286億1,769万5,876円

収益的収入 19億7,333万9,277円
資本的収入   3億4,534万5,043円
収益的支出 18億   583万1,755円
資本的支出 12億2,542万8,328円

地方交付税
16.9％

国庫支出金 12.8％
諸収入 7.2％

繰越金 4.7％

市債 6.0％

地方消費税交付金
5.5％

県支出金 4.6％

農林水産業費 1.3%

消防費 3.2％

議会費 0.7％

衛生費 6.9％

商工費 6.8％

公債費 9.7％

土木費 11.2％

総務費
16.3％教育費 9.0％

評
価
さ
れ
た
こ
と

【一般
会
計
】

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

決
算
の
状
況

指
摘
事
項・改
善
要
望

認
定
第
１
号 

一般
会
計
決
算

決算審査特別委員会の様子

討 

論

採
決
の
結
果

反
対

反
対

賛
成

賛
成

議
案
第
46
号 

水
道
事
業
会
計
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総務産業委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
  【委員長  小山 博子】

　
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事
に
関
す
る
建
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
。
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
る
も
の
。

　 

最
初
の
入
札
が
不
調
と
な
り
、
２

回
目
が
実
施
さ
れ
た
。
設
計
図
書
の
見

直
し
を
し
た
の
か
。

　   

積
算
項
目
や
単
価
を
見
直
し
た
。

　
　
　市
民
か
ら
未
だ
に
不
満
の
声
が

あ
る
。契
約
に
瑕
疵
は
な
い
が
、こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
市
民
感
情
を
踏
ま
え
反

対
。

　
　  

請
負
契
約
の
締
結
の
適
正
さ
を

審
査
し
、
相
手
方
と
し
て
適
切
と
判
断

し
た
の
で
賛
成
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
諏
訪
市
霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
及
び
諏
訪
市

霧
ヶ
峰
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
を
令
和
８
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

を
行
う
よ
う
公
募
し
た
。
審
査
の
結

果
、
霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
に
は
株
式
会
社 

A
ctW

orks

（
ア
ク
ト
ワ
ー
ク
ス
）、

霧
ヶ
峰
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
株
式
会
社
ア

ポ
ル
タ
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
と
し
て
選

定
さ
れ
た
た
め
、地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ

る
も
の
。
指
定
期
間
は
令
和
８
年
４
月

よ
り
５
年
間
。

　 

霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
に
関
し
て
今
後
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
見
込
み

は
。

　 

指
定
管
理
料
と
し
て
年
額
３
０
０

０
万
円
を
上
限
と
し
て
い
る
。

　 

キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
料
は
。

　 

１
年
目
に
場
内
の
３
か
所
の
ト
イ

レ
の
改
修
を
条
件
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
係
る
費
用
を
含
め
、１
年
目
は
１

０
０
０
万
円
を
上
限
、２
年
目
以
降
に

つ
い
て
は
、50
万
円
を
上
限
に
し
て
い

る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　  

市
民
向
け
電
子
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
利
用
の
仕
組
み
は
。
㋑

　  

こ
の
商
品
券
は
１
万
セ
ッ
ト
を
準

備
。
ま
ず
、w
ｅ
ｂ
で
登
録
を
し
て
も

ら
い
、
申
込
み
期
間
を
締
め
切
っ
た
段

階
で
当
選
し
た
方
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
を
す
る
。
届
い
た
当
選
メ
ー
ル
に
記

載
の
リ
ン
ク
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
支
払
い
を
し
、
１
セ
ッ
ト
１
万
円
で

１
万
３
千
円
分
利
用
可
能
な
電
子
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
も
ら
う
。
各
店
舗

に
設
置
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
利
用
で
き
る
仕
組
み
。

　  

事
業
者
間
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
は
初
の
試
み
。
効
果

の
検
証
は
可
能
か
。
㋺

　 

今
回
は
紙
ベ
ー
ス
で
発
行
。
券
の

通
し
番
号
と
裏
面
に
記
載
す
る
利
用
店

舗
名
等
で
検
証
は
可
能
。

　
全
会
一
致
可
決
。

議案審査社会文教委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
  【委員長  牛山 実弦】

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

PCB運搬・処分事務委託料
　（旧東洋バルブ建屋にあった有害物質を処分するもの）
財政調整基金積立金
物価高騰対策家計支援事業費 ㋑

物価高騰対策中小企業等支援事業費 ㋺
霧ヶ峰リフト事業会計繰出金

■9月定例会 補正予算（議案第49号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費 1億2,800万円     
3,000万円     

5,000万円     
4,800万円     

人・農地プラン事業費
新基本計画実装・農業構造転換支援事業費
市場管理費

226万7千円
2億3,466万円     
1,200万円     

2億4,892万7千円農林
水産業費

6,400万円     4,100万円     
2,300万円     商工費

補正額

議案審査
　
南
大
熊
観
音
堂
前
児
童
遊
園
に
つ
い

て
、
共
同
管
理
を
行
う
地
元
区
よ
り
廃

止
を
希
望
す
る
申
し
出
が
あ
っ
た
。
利

用
頻
度
の
減
少
や
遊
具
の
老
朽
化
に
加

え
、
代
替
す
る
児
童
遊
園
が
近
隣
に
あ

る
こ
と
や
借
地
所
有
者
の
同
意
を
得
て

い
る
こ
と
な
ど
の
現
状
を
鑑
み
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
本
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　
借
地
料
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

　
　
借
地
料
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
　
市
内
に
は
本
案
件
以
外
に
児
童
遊

園
が
88
か
所
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ほ

か
に
撤
去
等
の
必
要
が
あ
る
箇
所
は
あ

る
の
か
。

　
　
他
の
区
か
ら
も
何
件
か
相
談
を
受

け
て
い
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
廃

止
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
公
園
の
管
理
は
区
の
責
任
に
お
い

て
行
う
の
か
。 

　
　
区
と
諏
訪
市
が
共
同
で
管
理
し
て

い
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援
の
対

象
者
は
、
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
そ
の
期
間
は
。
㋑

　
　
高
等
職
業
訓
練
校
に
は
通
わ
ず
、

w
e
b
等
で
受
講
す
る
方
も
い
る
。資

格
に
よ
っ
て
学
校
に
通
う
期
間
は
変
わ

る
。

　
　
対
象
者
の
要
件
は
。
㋑

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
で
、

現
に
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
、
も

し
く
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
者
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
資
格
等
を
取
得
す
る
た
め

の
費
用
な
の
か
。
㋑

　
　
資
格
取
得
の
費
用
を
支
援
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
資
格
取
得
の
た
め
に
通

学
し
て
い
る
間
、
十
分
に
働
く
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
方
々
の
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
や
す
ら
ぎ
の
丘
と
ふ
れ
あ
い
の
里

の
諏
訪
市
が
費
用
を
負
担
す
る
部
分

は
。
㋺

　
　
ふ
れ
あ
い
の
里
は
全
て
茅
野
市
が

負
担
す
る
た
め
、
諏
訪
市
が
負
担
す
る

部
分
は
や
す
ら
ぎ
の
丘
の
躯
体
調
査※

に
係
る
部
分
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　※
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P
用
語
解
説
へ

　
　
新
し
い
健
康
教
育
事
業
の
参
加
児

童
40
名
の
選
考
基
準
は
。
㋩

　
　
学
校
か
ら
の
意
見
、
嘱
託
医
の
先

生
か
ら
健
康
面
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

の
選
考
を
考
え
て
い
る
。

　
　
２
０
２
８
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の
事
務
局
の
負

担
金
割
合
は
。
㋥

　
　
経
費
の
負
担
割
合
と
し
て
、
均
等

割
20
％
、人
口
割
80
％
で
金
額
の
算
出

を
し
て
い
る
。

　
　
今
後
も
運
営
に
係
る
費
用
が
発
生

す
る
と
思
う
が
、
来
年
度
以
降
も
負
担

金
は
発
生
す
る
予
定
な
の
か
。
㋥

　
　
来
年
度
の
負
担
金
と
し
て
は
複
合

機
、
そ
の
他
消
耗
品
、
電
気
料
等
に
つ

い
て
予
算
を
計
上
し
、
下
諏
訪
体
育
館

内
に
立
ち
上
が
る
実
行
委
員
会
へ
負
担

金
と
し
て
支
払
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

ひとり親家庭等就業支援事業費 ㋑

中央病院組合負担金 ㋺

■9月定例会 補正予算（議案第49号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費 170万7千円

衛生費 17万2千円

170万7千円

17万２千円

南部地区小中一貫教育学校整備事業費
新しい健康教育事業費 ㋩
競技施設整備費 ㋥

1億6,434万円     
312万4千円
2,026万7千円

1億8,773万1千円教育費

補正額

議
案
第
40
号 

諏
訪
市
児
童
遊
園

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
38
号 

工
事
請
負
契
約
を

す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

討 

論

採
決
の
結
果

問答

問問 答

主
な
質
疑

問答問答

答

反
対

賛
成議

案
第
44
号・第
45
号 

公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 可決

議
案
の
内
容

議
案
第
49
号 

令
和
７
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

議
案
第
49
号 

令
和
７
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

問問

主
な
質
疑

問問問問

答

答

問問問 答答答答

答答

問答 答

可決

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

可決

く
た
い

5 4すわ市議会だより 2025.11.1



総務産業委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
  【委員長  小山 博子】

　
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事
に
関
す
る
建
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
。
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
る
も
の
。

　 

最
初
の
入
札
が
不
調
と
な
り
、
２

回
目
が
実
施
さ
れ
た
。
設
計
図
書
の
見

直
し
を
し
た
の
か
。

　   

積
算
項
目
や
単
価
を
見
直
し
た
。

　
　
　市
民
か
ら
未
だ
に
不
満
の
声
が

あ
る
。契
約
に
瑕
疵
は
な
い
が
、こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
市
民
感
情
を
踏
ま
え
反

対
。

　
　  

請
負
契
約
の
締
結
の
適
正
さ
を

審
査
し
、
相
手
方
と
し
て
適
切
と
判
断

し
た
の
で
賛
成
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
諏
訪
市
霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
及
び
諏
訪
市

霧
ヶ
峰
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
を
令
和
８
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

を
行
う
よ
う
公
募
し
た
。
審
査
の
結

果
、
霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
に
は
株
式
会
社 

A
ctW

orks

（
ア
ク
ト
ワ
ー
ク
ス
）、

霧
ヶ
峰
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
株
式
会
社
ア

ポ
ル
タ
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
と
し
て
選

定
さ
れ
た
た
め
、地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ

る
も
の
。
指
定
期
間
は
令
和
８
年
４
月

よ
り
５
年
間
。

　 

霧
ヶ
峰
リ
フ
ト
に
関
し
て
今
後
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
見
込
み

は
。

　 

指
定
管
理
料
と
し
て
年
額
３
０
０

０
万
円
を
上
限
と
し
て
い
る
。

　 

キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
料
は
。

　 

１
年
目
に
場
内
の
３
か
所
の
ト
イ

レ
の
改
修
を
条
件
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
係
る
費
用
を
含
め
、１
年
目
は
１

０
０
０
万
円
を
上
限
、２
年
目
以
降
に

つ
い
て
は
、50
万
円
を
上
限
に
し
て
い

る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　  

市
民
向
け
電
子
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
利
用
の
仕
組
み
は
。
㋑

　  

こ
の
商
品
券
は
１
万
セ
ッ
ト
を
準

備
。
ま
ず
、w
ｅ
ｂ
で
登
録
を
し
て
も

ら
い
、
申
込
み
期
間
を
締
め
切
っ
た
段

階
で
当
選
し
た
方
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
を
す
る
。
届
い
た
当
選
メ
ー
ル
に
記

載
の
リ
ン
ク
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
支
払
い
を
し
、
１
セ
ッ
ト
１
万
円
で

１
万
３
千
円
分
利
用
可
能
な
電
子
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
も
ら
う
。
各
店
舗

に
設
置
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
利
用
で
き
る
仕
組
み
。

　  

事
業
者
間
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
は
初
の
試
み
。
効
果

の
検
証
は
可
能
か
。
㋺

　 

今
回
は
紙
ベ
ー
ス
で
発
行
。
券
の

通
し
番
号
と
裏
面
に
記
載
す
る
利
用
店

舗
名
等
で
検
証
は
可
能
。

　
全
会
一
致
可
決
。

議案審査社会文教委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
  【委員長  牛山 実弦】

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

PCB運搬・処分事務委託料
　（旧東洋バルブ建屋にあった有害物質を処分するもの）
財政調整基金積立金
物価高騰対策家計支援事業費 ㋑

物価高騰対策中小企業等支援事業費 ㋺
霧ヶ峰リフト事業会計繰出金

■9月定例会 補正予算（議案第49号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費 1億2,800万円     
3,000万円     

5,000万円     
4,800万円     

人・農地プラン事業費
新基本計画実装・農業構造転換支援事業費
市場管理費

226万7千円
2億3,466万円     
1,200万円     

2億4,892万7千円農林
水産業費

6,400万円     4,100万円     
2,300万円     商工費

補正額

議案審査
　
南
大
熊
観
音
堂
前
児
童
遊
園
に
つ
い

て
、
共
同
管
理
を
行
う
地
元
区
よ
り
廃

止
を
希
望
す
る
申
し
出
が
あ
っ
た
。
利

用
頻
度
の
減
少
や
遊
具
の
老
朽
化
に
加

え
、
代
替
す
る
児
童
遊
園
が
近
隣
に
あ

る
こ
と
や
借
地
所
有
者
の
同
意
を
得
て

い
る
こ
と
な
ど
の
現
状
を
鑑
み
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
本
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　
借
地
料
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

　
　
借
地
料
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
　
市
内
に
は
本
案
件
以
外
に
児
童
遊

園
が
88
か
所
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ほ

か
に
撤
去
等
の
必
要
が
あ
る
箇
所
は
あ

る
の
か
。

　
　
他
の
区
か
ら
も
何
件
か
相
談
を
受

け
て
い
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
廃

止
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
公
園
の
管
理
は
区
の
責
任
に
お
い

て
行
う
の
か
。 

　
　
区
と
諏
訪
市
が
共
同
で
管
理
し
て

い
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援
の
対

象
者
は
、
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
そ
の
期
間
は
。
㋑

　
　
高
等
職
業
訓
練
校
に
は
通
わ
ず
、

w
e
b
等
で
受
講
す
る
方
も
い
る
。資

格
に
よ
っ
て
学
校
に
通
う
期
間
は
変
わ

る
。

　
　
対
象
者
の
要
件
は
。
㋑

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
で
、

現
に
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
、
も

し
く
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
者
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
資
格
等
を
取
得
す
る
た
め

の
費
用
な
の
か
。
㋑

　
　
資
格
取
得
の
費
用
を
支
援
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
資
格
取
得
の
た
め
に
通

学
し
て
い
る
間
、
十
分
に
働
く
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
方
々
の
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
や
す
ら
ぎ
の
丘
と
ふ
れ
あ
い
の
里

の
諏
訪
市
が
費
用
を
負
担
す
る
部
分

は
。
㋺

　
　
ふ
れ
あ
い
の
里
は
全
て
茅
野
市
が

負
担
す
る
た
め
、
諏
訪
市
が
負
担
す
る

部
分
は
や
す
ら
ぎ
の
丘
の
躯
体
調
査※

に
係
る
部
分
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　※

13
P
用
語
解
説
へ

　
　
新
し
い
健
康
教
育
事
業
の
参
加
児

童
40
名
の
選
考
基
準
は
。
㋩

　
　
学
校
か
ら
の
意
見
、
嘱
託
医
の
先

生
か
ら
健
康
面
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

の
選
考
を
考
え
て
い
る
。

　
　
２
０
２
８
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の
事
務
局
の
負

担
金
割
合
は
。
㋥

　
　
経
費
の
負
担
割
合
と
し
て
、
均
等

割
20
％
、人
口
割
80
％
で
金
額
の
算
出

を
し
て
い
る
。

　
　
今
後
も
運
営
に
係
る
費
用
が
発
生

す
る
と
思
う
が
、
来
年
度
以
降
も
負
担

金
は
発
生
す
る
予
定
な
の
か
。
㋥

　
　
来
年
度
の
負
担
金
と
し
て
は
複
合

機
、
そ
の
他
消
耗
品
、
電
気
料
等
に
つ

い
て
予
算
を
計
上
し
、
下
諏
訪
体
育
館

内
に
立
ち
上
が
る
実
行
委
員
会
へ
負
担

金
と
し
て
支
払
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

ひとり親家庭等就業支援事業費 ㋑

中央病院組合負担金 ㋺

■9月定例会 補正予算（議案第49号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費 170万7千円

衛生費 17万2千円

170万7千円

17万２千円

南部地区小中一貫教育学校整備事業費
新しい健康教育事業費 ㋩
競技施設整備費 ㋥

1億6,434万円     
312万4千円
2,026万7千円

1億8,773万1千円教育費

補正額

議
案
第
40
号 

諏
訪
市
児
童
遊
園

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
38
号 

工
事
請
負
契
約
を

す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

討 

論

採
決
の
結
果

問答

問問 答

主
な
質
疑

問答問答

答

反
対

賛
成議

案
第
44
号・第
45
号 

公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 可決

議
案
の
内
容

議
案
第
49
号 

令
和
７
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

議
案
第
49
号 

令
和
７
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

問問

主
な
質
疑

問問問問

答

答

問問問 答答答答

答答

問答 答

可決

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

可決

く
た
い
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♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。 掲載内容は、主な質問と答弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

　  

現
在
の
取
組
は
。

　  

福
祉・教
育・環
境・防
災
な
ど
、様
々

な
行
政
分
野
に
お
い
て
、住
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
外
部
の
方
を
交
え

た
委
員
会
を
設
け
、地
域
住
民
の
声
を
政

策
に
反
映
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　  

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
諏
訪
市
の

取
組
は
。

　  

国
に
お
い
て
は
地
方
創
生
2.0
の
基
本
構

想
が
こ
の
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、年
内

を
目
途
に
基
本
構
想
に
基
づ
く
総
合
戦

略
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、長
野
県
に
お
い
て
も
信
州
未
来
共

創
戦
略
が
昨
年
末
に
策
定
さ
れ
、若
者
・

女
性
か
ら
選
ば
れ
る
寛
容
な
社
会
づ
く

り
や
信
州
の
強
み
を
活
か
し
た
移
住・関

係
人
口
の
増
加
な
ど
の
切
り
口
か
ら
、明

る
い
未
来
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
国
や
県
の
動
向
に
も
注
視

し
、歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
も
、若
者
の
率

直
な
声
を
丁
寧
に
拾
い
、諏
訪
市
の
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、将
来
世
代
が
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　  
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
、ラ

イ
フ
ド
ア
す
わ
の
役
割
は
。

　  

ラ
イ
フ
ド
ア
す
わ
の
事
業
は
、諏
訪

市
医
師
会
に
委
託
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、医
療
関
係
者
や
介
護
従
事
者
を
は
じ

め
と
す
る
多
職
種
の
強
固
な
連
携
を
築

く
こ
と
が
で
き
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
、当

市
の
医
療・介
護
連
携
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　  

今
後
の
体
制
は
。

　  

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

は
重
要
な
課
題
と
な
り
、２
０
４
０
年
を

見
据
え
、人
口
規
模
、医
療
需
要
の
変
化
、

医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、必

要
に
応
じ
て
構
想
区
域
の
拡
大
を
検
討

す
る
ほ
か
、構
想
区
域
内
の
機
能
な
ど
に

も
新
し
い
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。国

や
県
の
考
え
方
や
方
針
に
注
視
し
つ
つ
、

生
活
圏
を
一
つ
に
す
る
近
隣
市
町
村
と

も
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　  
出
張
説
明
会
の
内
容
は
。

　  

高
齢
者
の
多
く
は
、決
め
ら
れ
た
時

間
や
場
所
で
乗
降
す
る
現
行
の
バ
ス
に

慣
れ
て
お
り
、予
約
制
の
A
I
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
に
対
し
て
抵
抗
感
が
あ
る
と

い
う
声
も
あ
る
。説
明
会
等
を
積
極
的
に

開
催
し
、利
用
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
で
、不
安
を
解
消
し
、地
域
の

小
さ
い
サ
ロ
ン
等
の
集
会
に
も
出
掛
け

る
な
ど
、安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
継
続
し
て
進
め
る
。

　  

課
題
は
。

　  

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
再
編
後
の
土
・

日
曜
日
の
運
行
に
つ
い
て
心
配
の
声
、か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
路
線
再
編
計
画（
案
）

に
お
け
る
課
題
、公
共
交
通
の
運
行
コ
ス

ト
に
か
か
る
財
政
課
題
な
ど
が
あ
り
、公

共
交
通
全
体
を
勘
案
す
る
中
、増
加
だ
け

で
な
く
削
減
の
判
断
を
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、日
々
変
化
す
る
情
勢
に

対
応
し
た
公
共
交
通
体
系
へ
の
移
行
を

進
め
る
。

　  

こ
れ
か
ら
の
展
望
は
。

　  

８
月
か
ら
は
夜
間
の
移
動
手
段
を
補

完
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
促
進
事

業
を
金・土
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
翌
午

前
２
時
ま
で
実
証
運
行
と
し
て
開
始
し
、

タ
ク
シ
ー
が
対
応
し
き
れ
な
い
時
間
帯

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
で
、持
続

可
能
か
つ
多
様
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

　
移
動
が
困
難
な
時
間
帯
、特
に
夜
間
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、飲

食
店
等
を
含
め
た
産
業
振
興
に
つ
な
げ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
す
。

新
政
す
わ

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
団

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

課
題
を
乗
り
越
え
、希
望
を

育
み
な
が
ら
、諏
訪
市
の

未
来
を
共
に
描
い
て
い
く

市
の
考
え
は

市
民一人
ひ
と
り
が

「
行
き
た
い
時
に
、行
き
た

い
所
へ
」移
動
で
き
る
公
共

交
通
の
実
現
を
目
指
す

当
市
の
医
療
機
関
数
は

医
療
機
関
が
40

歯
科
医
療
機
関
が
29

代表質問
　
　
７
月
時
点
で
子
ど
も
版
防
衛
白
書

を
全
国
２
４
０
０
の
小
学
校
に
配
布
し

て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
自
治
体

や
教
育
現
場
に
戸
惑
い
が
広
が
っ
て
い

る
が
認
識
は
。

　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
に
通
知
も
な

い
中
で
配
布
し
て
い
る
意
図
は
測
り
か

ね
る
。

　
　
当
市
に
配
布
さ
れ
た
場
合
の
対
処

は
。

　
　
防
衛
省
や
文
部
科
学
省
と
い
っ
た

国
の
考
え
を
確
認
し
た
上
で
対
処
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
特
定
の
政
治
的
・
軍
事
的
立
場
に

偏
っ
た
教
材
を
直
接
配
布
し
た
こ
と

は
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
を
損
ね
る

も
の
だ
。
授
業
へ
活
用
す
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
が
当
市
の
対
応
は
。

　
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
活
用
可

能
か
を
確
認
し
検
討
す
る
。

　
　
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引
き
下

げ
た
こ
と
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
不
足
と
事

業
所
の
閉
鎖
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
て
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を

元
の
水
準
に
戻
す
こ
と
や
介
護
保
険
の

国
庫
補
助
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
長
会
に
お
い
て
国
へ
介
護
報
酬
の

見
直
し
に
つ
い
て
要
望
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
外
国
人
優
遇
の
実
態
は
。

　
　
国
籍
に
よ
る
特
別
な
優
遇
措
置
は

な
く
、
人
手
不
足
の
解
消
や
労
働
力
の

確
保
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

小
学
校
配
布
へ
の
認
識
は

意
図
は
測
り
か
ね
る

ヘ
ル
パ
ー
の
充
足
状
況
は

事
業
所
は
不
足
感
が
あ
る

藤森 靖明

未
来
の
諏
訪
に
つ
い
て

医
療
と
介
護

公
共
交
通

問問問問

問

答

問答

問答

問答問答

問答

答

答答

問答

答

問答

問答教
育・子
ど
も
版
防
衛
白
書
配
布

問答

問答

問答

訪
問
介
護

問答
外
国
人
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
か

特
別
な
優
遇
措
置
は
な
い

共
生
社
会

問答

井上　登

結
　  

ま
ち
な
か
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状

況
は
。

　  

①
遊
休
不
動
産
の
活
用
、②
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
ゾ
ー
ン（
人
中
心
の
空
間
）の
実

現
、③
上
諏
訪
駅
周
辺
地
区
整
備
基
本

構
想
の
具
体
化
を
進
め
て
い
る
。未
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
公
民
連
携

の
取
組
は
課
題
も
多
い
が
、社
会
実
験

等
を
実
施
す
る
中
、市
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　  

今
後
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　  

毎
年
度
、児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま

え
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。具
体
的
に
は
児
童
生
徒
に
意
識
調
査

を
実
施
し
、学
習
の
成
果
や
意
識
の
変
化

を
把
握
、年
間
指
導
計
画
に
活
か
す
と
と

も
に
、各
年
度
に
担
当
す
る
職
員
の
持
ち

味
や
特
技
を
十
分
に
反
映
。地
域
の
講
師

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、企
業
等
と
の
連
携
強

化
な
ど
で
あ
る
。

　  

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　  

今
年
度
、補
助
金
の
予
算
は
２
５
０

万
円
。８
月
末
時
点
で
の
申
請
件
数
は
25

件
、
交
付
決
定
額
は
約
60
万
円
で
あ
る
。

今
年
度
、宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
申
請
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
る
。

上
諏
訪
駅
周
辺
の
駐
車
場

不
足
に
つ
い
て
の
考
え
は

よ
り
よ
い
駐
車
場
施
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

問答

問答問答

ま
ち
づ
く
り

問答

相
手
意
識
に
立
つ

も
の
づ
く
り
科
の
授
業
と
は

諏
訪
市
独
自
の
教
育
課
程

の
特
例
教
科
と
し
て
実
施

教 

育
問答

諏
訪
市
地
球
温
暖
化
対
策

補
助
金
の
周
知
に
つ
い
て

広
報
す
わ
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、公
式
L
I
N
E

な
ど
で
発
信
し
て
い
る

環 

境
問答

諏訪赤十字病院

補
助
金
を
活
用
し
設
置
さ
れ
た
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

藤森 綾子

訪問介護

YouTube

YouTube

YouTube
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現
在
の
取
組
は
。

　  

福
祉・教
育・環
境・防
災
な
ど
、様
々

な
行
政
分
野
に
お
い
て
、住
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
外
部
の
方
を
交
え

た
委
員
会
を
設
け
、地
域
住
民
の
声
を
政

策
に
反
映
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　  

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
諏
訪
市
の

取
組
は
。

　  

国
に
お
い
て
は
地
方
創
生
2.0
の
基
本
構

想
が
こ
の
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、年
内

を
目
途
に
基
本
構
想
に
基
づ
く
総
合
戦

略
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、長
野
県
に
お
い
て
も
信
州
未
来
共

創
戦
略
が
昨
年
末
に
策
定
さ
れ
、若
者
・

女
性
か
ら
選
ば
れ
る
寛
容
な
社
会
づ
く

り
や
信
州
の
強
み
を
活
か
し
た
移
住・関

係
人
口
の
増
加
な
ど
の
切
り
口
か
ら
、明

る
い
未
来
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
国
や
県
の
動
向
に
も
注
視

し
、歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
も
、若
者
の
率

直
な
声
を
丁
寧
に
拾
い
、諏
訪
市
の
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、将
来
世
代
が
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　  

医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
、ラ

イ
フ
ド
ア
す
わ
の
役
割
は
。

　  

ラ
イ
フ
ド
ア
す
わ
の
事
業
は
、諏
訪

市
医
師
会
に
委
託
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、医
療
関
係
者
や
介
護
従
事
者
を
は
じ

め
と
す
る
多
職
種
の
強
固
な
連
携
を
築

く
こ
と
が
で
き
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
、当

市
の
医
療・介
護
連
携
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　  

今
後
の
体
制
は
。

　  

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

は
重
要
な
課
題
と
な
り
、２
０
４
０
年
を

見
据
え
、人
口
規
模
、医
療
需
要
の
変
化
、

医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、必

要
に
応
じ
て
構
想
区
域
の
拡
大
を
検
討

す
る
ほ
か
、構
想
区
域
内
の
機
能
な
ど
に

も
新
し
い
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。国

や
県
の
考
え
方
や
方
針
に
注
視
し
つ
つ
、

生
活
圏
を
一
つ
に
す
る
近
隣
市
町
村
と

も
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　  

出
張
説
明
会
の
内
容
は
。

　  

高
齢
者
の
多
く
は
、決
め
ら
れ
た
時

間
や
場
所
で
乗
降
す
る
現
行
の
バ
ス
に

慣
れ
て
お
り
、予
約
制
の
A
I
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
に
対
し
て
抵
抗
感
が
あ
る
と

い
う
声
も
あ
る
。説
明
会
等
を
積
極
的
に

開
催
し
、利
用
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
で
、不
安
を
解
消
し
、地
域
の

小
さ
い
サ
ロ
ン
等
の
集
会
に
も
出
掛
け

る
な
ど
、安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
継
続
し
て
進
め
る
。

　  

課
題
は
。

　  

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
再
編
後
の
土
・

日
曜
日
の
運
行
に
つ
い
て
心
配
の
声
、か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
路
線
再
編
計
画（
案
）

に
お
け
る
課
題
、公
共
交
通
の
運
行
コ
ス

ト
に
か
か
る
財
政
課
題
な
ど
が
あ
り
、公

共
交
通
全
体
を
勘
案
す
る
中
、増
加
だ
け

で
な
く
削
減
の
判
断
を
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、日
々
変
化
す
る
情
勢
に

対
応
し
た
公
共
交
通
体
系
へ
の
移
行
を

進
め
る
。

　  

こ
れ
か
ら
の
展
望
は
。

　  

８
月
か
ら
は
夜
間
の
移
動
手
段
を
補

完
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
促
進
事

業
を
金・土
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
翌
午

前
２
時
ま
で
実
証
運
行
と
し
て
開
始
し
、

タ
ク
シ
ー
が
対
応
し
き
れ
な
い
時
間
帯

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
で
、持
続

可
能
か
つ
多
様
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

　
移
動
が
困
難
な
時
間
帯
、特
に
夜
間
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、飲

食
店
等
を
含
め
た
産
業
振
興
に
つ
な
げ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
す
。

新
政
す
わ

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
団

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

課
題
を
乗
り
越
え
、希
望
を

育
み
な
が
ら
、諏
訪
市
の

未
来
を
共
に
描
い
て
い
く

市
の
考
え
は

市
民一人
ひ
と
り
が

「
行
き
た
い
時
に
、行
き
た

い
所
へ
」移
動
で
き
る
公
共

交
通
の
実
現
を
目
指
す

当
市
の
医
療
機
関
数
は

医
療
機
関
が
40

歯
科
医
療
機
関
が
29

代表質問
　
　
７
月
時
点
で
子
ど
も
版
防
衛
白
書

を
全
国
２
４
０
０
の
小
学
校
に
配
布
し

て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
自
治
体

や
教
育
現
場
に
戸
惑
い
が
広
が
っ
て
い

る
が
認
識
は
。

　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
に
通
知
も
な

い
中
で
配
布
し
て
い
る
意
図
は
測
り
か

ね
る
。

　
　
当
市
に
配
布
さ
れ
た
場
合
の
対
処

は
。

　
　
防
衛
省
や
文
部
科
学
省
と
い
っ
た

国
の
考
え
を
確
認
し
た
上
で
対
処
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
特
定
の
政
治
的
・
軍
事
的
立
場
に

偏
っ
た
教
材
を
直
接
配
布
し
た
こ
と

は
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
を
損
ね
る

も
の
だ
。
授
業
へ
活
用
す
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
が
当
市
の
対
応
は
。

　
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
活
用
可

能
か
を
確
認
し
検
討
す
る
。

　
　
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引
き
下

げ
た
こ
と
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
不
足
と
事

業
所
の
閉
鎖
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
て
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を

元
の
水
準
に
戻
す
こ
と
や
介
護
保
険
の

国
庫
補
助
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
長
会
に
お
い
て
国
へ
介
護
報
酬
の

見
直
し
に
つ
い
て
要
望
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
外
国
人
優
遇
の
実
態
は
。

　
　
国
籍
に
よ
る
特
別
な
優
遇
措
置
は

な
く
、
人
手
不
足
の
解
消
や
労
働
力
の

確
保
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

小
学
校
配
布
へ
の
認
識
は

意
図
は
測
り
か
ね
る

ヘ
ル
パ
ー
の
充
足
状
況
は

事
業
所
は
不
足
感
が
あ
る

藤森 靖明

未
来
の
諏
訪
に
つ
い
て

医
療
と
介
護

公
共
交
通

問問問問

問

答

問答

問答

問答問答

問答

答

答答

問答

答

問答

問答教
育・子
ど
も
版
防
衛
白
書
配
布

問答

問答

問答

訪
問
介
護

問答
外
国
人
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
か

特
別
な
優
遇
措
置
は
な
い

共
生
社
会

問答

井上　登

結
　  

ま
ち
な
か
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状

況
は
。

　  

①
遊
休
不
動
産
の
活
用
、②
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
ゾ
ー
ン（
人
中
心
の
空
間
）の
実

現
、③
上
諏
訪
駅
周
辺
地
区
整
備
基
本

構
想
の
具
体
化
を
進
め
て
い
る
。未
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
公
民
連
携

の
取
組
は
課
題
も
多
い
が
、社
会
実
験

等
を
実
施
す
る
中
、市
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　  

今
後
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　  

毎
年
度
、児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま

え
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。具
体
的
に
は
児
童
生
徒
に
意
識
調
査

を
実
施
し
、学
習
の
成
果
や
意
識
の
変
化

を
把
握
、年
間
指
導
計
画
に
活
か
す
と
と

も
に
、各
年
度
に
担
当
す
る
職
員
の
持
ち

味
や
特
技
を
十
分
に
反
映
。地
域
の
講
師

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、企
業
等
と
の
連
携
強

化
な
ど
で
あ
る
。

　  

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　  

今
年
度
、補
助
金
の
予
算
は
２
５
０

万
円
。８
月
末
時
点
で
の
申
請
件
数
は
25

件
、
交
付
決
定
額
は
約
60
万
円
で
あ
る
。

今
年
度
、宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
申
請
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
る
。

上
諏
訪
駅
周
辺
の
駐
車
場

不
足
に
つ
い
て
の
考
え
は

よ
り
よ
い
駐
車
場
施
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

問答

問答問答

ま
ち
づ
く
り

問答

相
手
意
識
に
立
つ

も
の
づ
く
り
科
の
授
業
と
は

諏
訪
市
独
自
の
教
育
課
程

の
特
例
教
科
と
し
て
実
施

教 

育
問答

諏
訪
市
地
球
温
暖
化
対
策

補
助
金
の
周
知
に
つ
い
て

広
報
す
わ
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、公
式
L
I
N
E

な
ど
で
発
信
し
て
い
る

環 

境
問答

諏訪赤十字病院

補
助
金
を
活
用
し
設
置
さ
れ
た
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

藤森 綾子

訪問介護

YouTube

YouTube

YouTube
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掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

　
　
３
校
以
外
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　サ
テ
ラ
イ
ト
形
式
で
残
り
小
中
７
校

に
設
置
。
59
人
を
指
導
し
て
い
る
。

　
　
L
D
教
室
の
教
員
は
か
な
り
ハ
ー

ド
な
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
課
題
意

識
は
。

　
　
担
当
教
員
が
自
校
と
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
、
さ
ら
に
検
査
や
指
導
で
多
忙
を

極
め
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

負
担
軽
減
、
よ
り
充
実
し
た
体
制
の
整

備
が
必
要
と
認
識
。

　
　
現
場
の
教
員
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
で

は
な
く
１
人
１
校
方
式
を
望
む
声
が
あ

る
が
。

　
　
複
数
校
兼
務
の
現
体
制
は
厳
し

く
、
利
用
生
徒
増
加
も
あ
る
の
で
、
県

に
教
室
の
新
設
を
要
望
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

　
　
１
教
室
あ
た
り
の
年
間
予
算
は
６

０
０
０
円
。
必
要
な
教
材
が
買
え
ず
、

時
に
は
教
員
が
自
費
で
購
入
し
て
い
る

現
状
。
予
算
の
増
額
を
。

　
　
生
徒
の
困
難
の
多
様
さ
か
ら
、
様
々

な
教
材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、教
材
が
高

価
で
あ
る
こ
と
等
は
承
知
し
て
い
る
。優

先
度
を
見
極
め
予
算
計
上
す
る
。

　
　
　
人
口
と
産
業
構
造
が
似
て
い
る

全
国
の
自
治
体（
類
似
団
体
）の
中
で
当

市
の
教
育
費
予
算
は
そ
の
平
均
を
大
き

く
下
回
る
。
せ
め
て
平
均
ま
で
引
き
上

げ
を
。

　
　
課
題
解
決
が
急
務
で
あ
る
。対
応
を
。

　
　
令
和
８
年
度
か
ら
新
一
年
生
の
受

入
れ
を
卒
園
後
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
準
備
し
て
い
く
。

　
　
パ
ー
パ
ス
の
観
点
か
ら
の
教
育
に

つ
い
て
は
。

　
　
諏
訪
市
の
教
育
は
「
揃
え
る
教
育

か
ら
、
伸
ば
す
教
育
へ
」
を
理
念
に
、

多
様
な
個
性
や
自
立
を
尊
重
し
、
対
話

や
議
論
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
一
人
一

人
が
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
方

を
見
つ
め
、
学
び
続
け
る
姿
勢
を
重
視

す
る
も
の
で
あ
る
。
知
識
や
技
能
に
加

え
、
主
体
性
や
共
感
性
な
ど
非
認
知
能

力
の
育
成
を
重
視
し
、
対
話
的
授
業
や

児
童
会
活
動
、
も
の
づ
く
り
教
育
、
子

ど
も
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
る
。
今
後
も
一
層
取
組
を
進
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
非
認
知
能
力
を
育

み
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
自
ら
の
パ
ー

パ
ス
を
言
語
化
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
、
教
育
大
綱
の
理
念
実
現
を
期

待
す
る
。

※

パ
ー
パ
ス
経
営
と
は

組
織
の
存
在
意
義
（
パ
ー
パ
ス
）
を
明

確
に
し
、
そ
れ
を
軸
に
事
業
や
意
思
決

定
を
行
う
経
営
手
法
。

　
　
避
難
所
誘
導
看
板
の
更
新
に
つ
い

て
は
。

　
　
劣
化
や
視
認
性
低
下
を
確
認
。
今
後

は
蓄
光
素
材
等
を
用
い
た
分
か
り
や
す

い
看
板
に
更
新
し
、
財
源
確
保
も
含
め

適
時
修
繕
・
更
新
を
行
う
方
針
。

　
　
　
災
害
時
に
必
要
な
情
報
が
適
切

に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
住
民
の
命
を

守
る
う
え
で
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
。

市
と
し
て
看
板
の
更
新
・
修
繕
に
対
応

い
た
だ
き
た
く
、
強
く
お
願
い
し
た

い
。

避
難
所
誘
導
看
板
の
点
検
は

避
難
所
看
板
20
箇
所
を
点
検

　
　
①
周
知
方
法
と
②
利
用
者
の
地
域

別
等
・
③
市
民
の
声
は
。

　
　
①
市
報
・
L
I
N
E
等
で
複
数
回

啓
発
。
選
挙
時
、
選
挙
特
集
号
の
発
行

や
地
区
公
民
館
等
へ
の
掲
示
物
作
成
。

５
月
に
は
、
市
内
２
高
校
の
書
道
部
に

選
挙
啓
発
の
書
の
制
作
イ
ベ
ン
ト
で
、

若
者
へ
の
投
票
啓
発
も
行
っ
た
。

②
投
票
日
直
前
の
金
曜
日
と
土
曜
日
の

２
日
間
開
設
、８
７
５
人
の
利
用
。上
諏

訪
地
区
が
全
体
の
75
％
を
占
め
る
結
果
。

③
「
買
い
物
つ
い
で
」の
方
が
多
く
、

「
近
い
の
で
」、「
仕
事
帰
り
に
投
票
」、

設
置
効
果
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
認
識
。

　
　
投
票
所
・
開
票
所
の
冷
房
設
備
等

快
適
な
環
境
で
行
わ
れ
た
か
。

　
　
当
日
の
投
票
所
22
カ
所
の
う
ち
保

育
園
の
リ
ズ
ム
室
に
冷
房
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、新
た
に
６
つ
の
投
票
所

で
冷
房
を
利
用
。
主
に
地
区
の
公
民
館

を
利
用
す
る
８
つ
の
投
票
所
に
冷
房
設

備
は
な
い
。

　
開
票
所
で
あ
る
城
南
小
学
校
の
体
育

館
は
冷
房
設
備
が
な
く
、
大
型
扇
風
機

を
複
数
台
設
置
。
天
井
に
向
け
使
用

し
、
暑
い
中
の
作
業
。
特
に
開
票
会
場

の
設
営
は
暑
い
中
で
の
作
業
だ
っ
た
。

　
　
　
早
急
に
学
校
体
育
館
へ
冷
房
設

備
の
設
置
を
お
願
い
す
る
。

　
　
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利

用
は
で
き
な
い
か
。

　
　
運
用
面
で
問
題
は
あ
る
が
、提
案
を

受
け
、担
当
課
と
す
わ
せ
い
ぼ
幼
稚
園
と

の
間
で
協
議
・
検
討
し
た
い
。

　
　
政
治
教
育
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
権

利
を
教
え
ら
れ
ず
、競
争・
自
己
責
任
・
規

律
教
育
で
、社
会
的
内
向
化
し
個
性
の
萎

縮
し
た
日
本
人
が
育
て
ら
れ
、今
や
多
数

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
今
の
政
治
の
状

況
を
生
ん
で
い
る
と
思
う
が
、見
解
は
。

　
　
　学
習
指
導
要
領
は
ほ
ぼ
10
年
ご
と
に

改
訂
さ
れ
て
お
り
、学
校
教
育
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
様
々
な
特
色
あ
る
取
組
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諏
訪
市
で
も
、

も
の
づ
く
り
教
育
、ふ
る
さ
と
学
習
、
広

島
へ
の
平
和
の
旅
な
ど
、児
童
生
徒
の
主

体
性
に
根
差
し
、社
会
と
結
び
つ
い
た
独

自
の
教
育
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
議

員
の
よ
う
に
考
え
る
人
の
存
在
は
心
に

留
め
て
お
き
た
い
。
令
和
５
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
こ
ど
も
基
本
法
は
、
国
連
総

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
子
ど
も
の

権
利
条
約
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
も

の
。
今
後
、
子
ど
も
自
身
を
含
め
た
す
べ

て
の
人
々
が
、
子
ど
も
の
権
利
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
社
会
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

学
校
教
育
が
担
う
役
割
も
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
再
編
し
た
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路

線
の
見
直
し
は
。

　
　
利
用
状
況
等
を
見
な
が
ら
、利
用
者

の
意
見
を
聞
き
、拡
充・縮
小
含
め
て
随
時

見
直
し
、
そ
の
時
点
に
応
じ
た
最
適
な
公

共
交
通
の
形
態
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
土
日
祝
日
の
運
行
は
。

　
　
テ
ス
ト
運
行
を
検
討
す
る
。

　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
台
数
は
。

　
　
現
行
の
３
台
で
は
不
足
も
予
想
さ
れ

る
が
、
需
要
の
ピ
ー
ク
時
の
み
の
増
車
は

運
用
上
難
し
い
。
今
後
の
必
要
台
数
は
、

費
用
対
効
果
を
考
え
た
慎
重
な
検
討
が

必
要
。

卒園から入学までの
期間の新一年生の
学童保育が始まります

牛山 実弦
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３
校
以
外
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し
て
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か
。

　
　サ
テ
ラ
イ
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形
式
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残
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中
７
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導
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。

　
　
L
D
教
室
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教
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ハ
ー
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は
。
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。
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検
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１
教
室
あ
た
り
の
年
間
予
算
は
６

０
０
０
円
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時
に
は
教
員
が
自
費
で
購
入
し
て
い
る

現
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生
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教
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あ
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算
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回
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。

　
　
課
題
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。

　
　
令
和
８
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卒
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う

に
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。

　
　
パ
ー
パ
ス
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。
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一
人
一

人
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視
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業
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児
童
会
活
動
、
も
の
づ
く
り
教
育
、
子

ど
も
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
る
。
今
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一
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組
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て
い
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。

　
　
　
子
ど
も
の
非
認
知
能
力
を
育

み
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
自
ら
の
パ
ー

パ
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、
教
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大
綱
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理
念
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期

待
す
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。

※

パ
ー
パ
ス
経
営
と
は

組
織
の
存
在
意
義
（
パ
ー
パ
ス
）
を
明

確
に
し
、
そ
れ
を
軸
に
事
業
や
意
思
決

定
を
行
う
経
営
手
法
。

　
　
避
難
所
誘
導
看
板
の
更
新
に
つ
い

て
は
。

　
　
劣
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下
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認
。
今
後

は
蓄
光
素
材
等
を
用
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た
分
か
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や
す

い
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板
に
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新
し
、
財
源
確
保
も
含
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適
時
修
繕
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行
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。

　
　
　
災
害
時
に
必
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適
切
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、
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守
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え
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あ
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。

市
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・
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対
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だ
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強
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し
た

い
。

避
難
所
誘
導
看
板
の
点
検
は

避
難
所
看
板
20
箇
所
を
点
検
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②
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。
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I
N
E
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複
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、

若
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へ
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た
。

②
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、８
７
５
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用
。上
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区
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75
％
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め
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結
果
。

③
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「
近
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の
で
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仕
事
帰
り
に
投
票
」、

設
置
効
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は
か
な
り
高
か
っ
た
と
認
識
。

　
　
投
票
所
・
開
票
所
の
冷
房
設
備
等

快
適
な
環
境
で
行
わ
れ
た
か
。

　
　
当
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の
投
票
所
22
カ
所
の
う
ち
保

育
園
の
リ
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ム
室
に
冷
房
が
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備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
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６
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投
票
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で
冷
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を
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用
。
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民
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る
８
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投
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に
冷
房
設

備
は
な
い
。

　
開
票
所
で
あ
る
城
南
小
学
校
の
体
育

館
は
冷
房
設
備
が
な
く
、
大
型
扇
風
機

を
複
数
台
設
置
。
天
井
に
向
け
使
用

し
、
暑
い
中
の
作
業
。
特
に
開
票
会
場

の
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は
暑
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中
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作
業
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っ
た
。
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に
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へ
冷
房
設
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の
設
置
を
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。
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の
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で
き
な
い
か
。
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。
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萎

縮
し
た
日
本
人
が
育
て
ら
れ
、今
や
多
数

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
今
の
政
治
の
状

況
を
生
ん
で
い
る
と
思
う
が
、見
解
は
。
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除雪関連重機（グレーダー）

すわっチャオ
期日前投票所の様子

　
　
具
体
的
対
策
は
。

　
　
30
分
ご
と
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
す

る
、
作
業
開
始
前
に
体
調
チ
ェ
ッ
ク
と

声
が
け
を
行
う
、
外
で
の
作
業
は
少
し

ず
つ
身
体
を
慣
ら
す
こ
と
、
気
温
に

よ
っ
て
は
作
業
の
中
止
を
検
討
す
る
な

ど
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　
８
月
の
市
庁
舎
の
エ
ア
コ
ン
の
運
用

に
つ
い
て
、
総
務
課
に
よ
る
管
理
か

ら
、
各
職
場
の
状
況
に
応
じ
て
課
所
長

の
判
断
に
よ
る
運
用
と
し
た
。

　
屋
外
等
で
作
業
す
る
職
員
に
対
し
て

は
、
ク
ー
ラ
ー
ベ
ス
ト
の
貸
与
を
可
と

し
、
各
職
場
で
は
、
作
業
環
境
の
管

理
、
職
員
の
健
康
管
理
等
を
徹
底
し
て

い
る
。

　
　
８
月
15
日
の
花
火
大
会
に
お
け
る

交
通
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　
８
月
15
日
に
お
い
て
は
、
交
通
集

中
が
緩
和
さ
れ
た
の
で
は
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。

　
開
通
後
の
交
通
量
調
査
に
つ
い
て

は
、
５
箇
所
に
お
い
て
10
月
に
予
定
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
交
通
規
制
等

の
必
要
な

対
策
を
検

討
す
る
。

　
新
設
す

る
県
道
諏

訪
辰
野
線

は
、
諏
訪

建
設
事
務

所
に
お
い

て
、
工
事

用
道
路
の

詳
細
設
計

を
は
じ
め

各
調
査
を

進
め
て
い

る
。

供
用
開
始
後
の

交
通
量
等
の
変
化
は

一日
あ
た
り
平
均

３
４
０
０
台
の
利
用

熱
中
症
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

職
員
向
け
w
e
b
掲
示
板

で「
熱
中
症
を
防
ぐ
３
つ
の

基
本
」や「
現
場
作
業
の

あ
る
方
へ
」と
い
う
記
事
を

周
知

　
　
市
の
待
機
料
は
、
他
市
町
村
に
比

べ
て
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
改
善

の
考
え
は
。

　
　
待
機
料
は
県
基
準
を
参
考
に
積
算

し
て
い
る
が
、
市
道
以
外
を
担
う
委
託

業
者
が
多
い
た
め
、
独
自
に
費
用
を
算

定
し
て
い
る
。
契
約
時
に
は
見
積
書
を

徴
取
し
、
基
準
と
の
整
合
を
図
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。
国
に
お
い
て
も
改
善

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
市
で
は
凍
結
防
止
剤

散
布
車
な
ど
を
貸
与
し
て
い
る
一
方
で
、

重
機
は
業
者
所
有
が
大
半
で
あ
り
、
維

持
負
担
や
公
共
工
事
の
減
少
に
よ
り
保

有
が
困
難
な
状
況
も
見
ら
れ
る
。
将
来

的
な
除
雪
体
制
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の
事
例
を
参

考
に
、
適
正
な
待
機
料
や
貸
与
方
式
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
安
定
し
た
協
力
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
毎
月
の
市
長
定
例
記
者
会
見
を

YouTube

で
配
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
会
見
のYouTube

配
信
に
つ
い
て

は
、
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。
会
見
は
前
半
を
市
が
、
後
半
を
諏

訪
湖
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
て
い
る
た

め
、
配
信
に
あ
た
っ
て
は
同
ク
ラ
ブ
と

の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、ア
ー
カ

イ
ブ
化
に
際
し
て
は
手
話
通
訳
や
テ

ロ
ッ
プ
表
示
な
ど
、
質
の
高
い
配
信
を

目
指
す
た
め
の
技
術
や
体
制
の
整
備
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
実
現
可
能
な

方
法
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

除
雪
関
連
重
機・車
両
の

待
機
料
の
改
善
は

　
　
現
在
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　
　
手
話
通
訳
士
を
市
職
員
と
し
て
採
用

し
、来
庁
さ
れ
た
市
民
の
方
が
い
つ
で
も

気
軽
に
手
話
通
訳
を
利
用
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、庁

舎
内
の
各
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
、聞
こ
え

が
不
自
由
な
こ
と
を
表
す「
耳
マ
ー
ク
」

を
掲
示
し
、希
望
に
応
じ
て
筆
談
な
ど
に

よ
る
応
対
を
取
り
入
れ
て
い
る
。通
訳
者

の
時
間
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、今
後
も

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
、ヨ
メ
テ
ル※

、

遠
隔
手
話
通
訳
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
ご

案
内
し
て
い
く
。 ※
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手
話
の
さ
ら
な
る
周
知
・
啓
発
の
取

組
は
。

　
　
市
職
員
向
け
に
は
、手
話
施
策
推
進

法
に
つ
い
て
、庁
内
掲
示
板
に
お
い
て
速

や
か
に
周
知
・
啓
発
を
行
っ
た
。広
報
す

わ
９
月
号
で
は
、手
話
で
つ
な
ぐ
や
さ
し

い
社
会
と
題
し
た
手
話
の
特
集
ペ
ー
ジ

を
掲
載
し
て
い
る
。市
民
手
話
講
習
会
や

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催
を
、市
民

や
学
校
へ
積
極
的
に
周
知
す
る
。

　
　
市
内
の
雇
用
状
況
は
。

　
　
短
期
就
労
は
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

ア
ル
バ
イ
ト
等
、様
々
な
就
労
形
態
が
あ

り
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
就
労
形
態
ご
と

の
求
人
情
報
を
出
し
て
い
る
た
め
、ニ
ー

ズ
は
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。隙
間

バ
イ
ト
の
よ
う
に
極
め
て
短
時
間
で
の

就
労
希
望
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、今
後

引
き
続
き
研
究
が
必
要
な
分
野
だ
と
考

え
る
。

「
手
話
施
策
推
進
法
」の
制

定
を
受
け
、市
長
の
思
い
は

ス
キ
マ
バ
イ
ト
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い
て
は

　
　
す
わ
っ
チ
ャ
オ
に
新
た
に
期
日
前
投

票
所
を
開
設
し
た
が
、
問
題
や
課
題
は

あ
る
の
か
。

　
　
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
な
ど
準
備
を

し
て
来
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ブ
ル

は
な
か
っ
た
。

　
　
今
後
も
２
日
間
で
継
続
す
る
の
か
。

　
　
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
た
め

継
続
す
る
。
当
面
は
中
洲
公
民
館
と
と

も
に
２
日
間
と
し
、
定
着
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　
　
上
諏
訪
地
区
４
投
票
所
の
投
票
終

了
時
間
２
時
間
繰
上
げ
に
つ
い
て
の
考

察
は
。

　
　
影
響
や
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、繰
上
げ

に
は
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
も
２
時
間
繰
上
げ
の
投
票
所
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や
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て
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の
か
。
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会
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上
げ
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含
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投

票
環
境
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
結

果
を
踏
ま
え
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
検

討
し
て
い
く
。

　
　
富
士
見
町
女
性
町
長
誕
生
に
つ
い
て

の
市
長
の
所
見
は
。

　
　
富
士
見
町
民
の
選
択
の
結
果
と
し
て

敬
意
を
表
す
る
。長
野
県
の
現
職
の
女
性

首
長
が
２
人
に
増
え
た
こ
と
を
大
変
心

強
く
思
う
。以
前
か
ら
性
別
分
担
意
識
が

強
く
残
る
長
野
県
に
あ
っ
て
、一
緒
に
政

治
や
行
政
の
分
野
で
女
性
活
躍
の
環
境

を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
頑
張
れ
る
と
、

大
い
に
期
待
を
膨
ら
め
て
い
る
。

　
　
諏
訪
市
の
女
性
管
理
職
の
割
合
は
。

　
　
38
名
中
８
名
、
18.

４
％
。

　
　
介
護
に
よ
る
離
職
者
は
い
る
の
か
。

　
　い
な
い
。
様
々
な
制
度
を
活
用
し
、

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。 審

議
会
等
女
性
登
用
率
は

38.

４
％（
目
標
値
40
％
）

諏訪湖スマートインターチェンジ開通式

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。
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％
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小山 博子

岩波 万佐巳

9月23日の「手話言語
国際デー」に行った

高島城のブルーライトアップ

小泉 正幸

伊藤 浩平

手
話
の
役
割
に
つ
い
て

は
、市
民
全
体
で
共
有
で

き
る
よ
う
、様
々
な
場
面

に
お
い
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市
民
に
幅
広
く

推
進
し
て
い
き
た
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ニ
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ズ
は
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
が
、引
き
続

き
研
究
が
必
要

令
和
７
年
７
月
執
行

参
議
院
通
常
選
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に
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け
る
変
更
点

YouTubeYouTube

YouTubeYouTube
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講
座
の
開
催
を
、市
民

や
学
校
へ
積
極
的
に
周
知
す
る
。

　
　
市
内
の
雇
用
状
況
は
。

　
　
短
期
就
労
は
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

ア
ル
バ
イ
ト
等
、様
々
な
就
労
形
態
が
あ

り
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
就
労
形
態
ご
と

の
求
人
情
報
を
出
し
て
い
る
た
め
、ニ
ー

ズ
は
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。隙
間

バ
イ
ト
の
よ
う
に
極
め
て
短
時
間
で
の

就
労
希
望
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、今
後

引
き
続
き
研
究
が
必
要
な
分
野
だ
と
考

え
る
。

「
手
話
施
策
推
進
法
」の
制

定
を
受
け
、市
長
の
思
い
は

ス
キ
マ
バ
イ
ト
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い
て
は

　
　
す
わ
っ
チ
ャ
オ
に
新
た
に
期
日
前
投

票
所
を
開
設
し
た
が
、
問
題
や
課
題
は

あ
る
の
か
。

　
　
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
な
ど
準
備
を

し
て
来
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ブ
ル

は
な
か
っ
た
。

　
　
今
後
も
２
日
間
で
継
続
す
る
の
か
。

　
　
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
た
め

継
続
す
る
。
当
面
は
中
洲
公
民
館
と
と

も
に
２
日
間
と
し
、
定
着
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　
　
上
諏
訪
地
区
４
投
票
所
の
投
票
終

了
時
間
２
時
間
繰
上
げ
に
つ
い
て
の
考

察
は
。

　
　
影
響
や
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、繰
上
げ

に
は
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
も
２
時
間
繰
上
げ
の
投
票
所

を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

　
　
立
会
人
に
繰
り
上
げ
を
含
め
た
投

票
環
境
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
結

果
を
踏
ま
え
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
検

討
し
て
い
く
。

　
　
富
士
見
町
女
性
町
長
誕
生
に
つ
い
て

の
市
長
の
所
見
は
。

　
　
富
士
見
町
民
の
選
択
の
結
果
と
し
て

敬
意
を
表
す
る
。長
野
県
の
現
職
の
女
性

首
長
が
２
人
に
増
え
た
こ
と
を
大
変
心

強
く
思
う
。以
前
か
ら
性
別
分
担
意
識
が

強
く
残
る
長
野
県
に
あ
っ
て
、一
緒
に
政

治
や
行
政
の
分
野
で
女
性
活
躍
の
環
境

を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
頑
張
れ
る
と
、

大
い
に
期
待
を
膨
ら
め
て
い
る
。

　
　
諏
訪
市
の
女
性
管
理
職
の
割
合
は
。

　
　
38
名
中
８
名
、
18.

４
％
。

　
　
介
護
に
よ
る
離
職
者
は
い
る
の
か
。

　
　い
な
い
。
様
々
な
制
度
を
活
用
し
、

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。 審

議
会
等
女
性
登
用
率
は

38.

４
％（
目
標
値
40
％
）

諏訪湖スマートインターチェンジ開通式

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

除
雪
関
連
重
機・車
両
の
待
機
料

問

猛
暑
対
策

問答

適
正
な
待
機
料
等
、安
定

し
た
協
力
体
制
を
目
指
す

答

手
話
の
普
及

問答

男
女
共
同
参
画

問答

す
わ
っ
チ
ャ
オ
期
日
前
投
票
率
は

6.8
％（
中
洲
公
民
館
3.6
％
）

問答

短
期
就
労
の
促
進

問答 ス
マ
ー
ト
IC
供
用
開
始

問答
問答

問答問答 問答

問答

問

市
長
会
見
のYouTube

配
信
を
行
っ
て
は

YouTube

配
信

問
実
施
に
向
け
て
準
備
し
て
い
く

答

問

答

答

問答

問問 答問答問答 答

問答問答

小山 博子

岩波 万佐巳

9月23日の「手話言語
国際デー」に行った

高島城のブルーライトアップ

小泉 正幸

伊藤 浩平

手
話
の
役
割
に
つ
い
て

は
、市
民
全
体
で
共
有
で

き
る
よ
う
、様
々
な
場
面

に
お
い
て
市
民
に
幅
広
く

推
進
し
て
い
き
た
い

ニ
ー
ズ
は
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
が
、引
き
続

き
研
究
が
必
要

令
和
７
年
７
月
執
行

参
議
院
通
常
選
挙
に

お
け
る
変
更
点

YouTubeYouTube

YouTubeYouTube
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フ
レ
イ
ル
予
防
は「
自
己
責
任
」

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
実
践
あ
る
の
み
で
す
！

横山　真

　
　
課
題
と
今
後
の
取
組
は
。

　
　
リ
フ
ト
事
業
は
、（
株
）ActW

orks

（
ア
ク
ト
ワ
ー
ク
ス
）を
、キ
ャ
ン
プ
場
は

（
株
）ア
ポ
ル
タ
を
指
定
管
理
候
補
者
に

選
定
し
た
が
、今
後
双
方
の
連
携
構
想
も

模
索
さ
れ
て
い
る
。民
間
活
力
導
入
の
効

果
等
を
見
極
め
な
が
ら
、引
き
続
き
霧
ヶ

峰
に
お
け
る
公
共
施
設
を
所
管
す
る
教

育
委
員
会
と
経
済
部
で
情
報
共
有
を
図

り
、協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
重
要
な
拠
点
施

設
で
あ
り
、
当
面
の
間
、
施
設
整
備
に

つ
い
て
市
の
直
営
を
継
続
す
る
と
決
定

し
て
い
る
。

　
　 

茅
野
市
・
下
諏
訪
町
と
連
携
し
白

樺
湖
、車
山
高
原
、霧
ヶ
峰
、諏
訪
湖
を
結

ん
だ
観
光
振
興
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
現
状
・
課
題
・
取
組
は
。

　
　
要
支
援
者
は
増
加
傾
向
、
要
介
護
者

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

　
特
定
健
診
及
び
後
期
高
齢
者
健
診
の
受

診
率
に
つ
い
て
は
、
県
内
19
市
中
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
は
比
較
的
軽
度
の
状
態
で

あ
り
、
改
善
も
見
込
ま
れ
る
。
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
参
加
の

機
会
や
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
を
推
進
す

る
な
ど
重
度
化
防
止
に
向
け
た
施
策
に

注
力
し
て
い
く
。

　
　
被
害
の
あ
っ
た
し
ん
き
ん
諏
訪
湖

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
対
策
は
。

　
　
被
害
発
生
後
、
諏
訪
警
察
署
生
活

安
全
課
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
の
立

会
を
行
い
、
長
野
県
警
察
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
促
進
事
業
補
助
金
の
採
択
に

向
け
た
協
議
を
実
施
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制
度
の

新
設
の
考
え
は
。

　
　
現
状
、
長
野
県
警
察
の
有
利
な
補

助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
諏
訪

市
ま
た
は
諏
訪
市
防
火
防
犯
組
合
連
合

会
で
さ
ら
に
補
助
を
し
て
い
く
こ
と
は

考
え
て
な
い
。

　
　
防
犯
対
策
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　
Ｄ
Ｘ
化
と
い
う
こ
と
で
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
検
証
は
し
て
い
な
い
が
、
研

究
を
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

　
　
対
策
の
取
組
・
周
知
・
強
化
策
は
。

　
　
諏
訪
警
察
署
生
活
安
全
課
及
び
諏

訪
防
犯
協
会
か
ら
の
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
き
、
諏
訪
市
防
火
防
犯
組
合
連

合
会
事
務
局
を
通
じ
て
、
各
防
火
防
犯

組
合
に
周
知
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
防
犯

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
い
か
が
か
。

　
　
高
齢
者
か
ら
は
文
字
を
見
る
の
が

面
倒
と
い
う
声
も
あ
る
。
高
齢
者
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
で
防
犯
協
会
女
性
部
が
寸

劇
を
披
露
し
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
出
前
講
座
な
ど
で
注
意
喚
起
す
る
。

　
　ラ
イ
ポ
リ
ス
登
録
の
促
進
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
や
広
報
す
わ
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
諏
訪
警
察
署
と
協

議
の
上
、
判
断
し
た
い
。

※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

問答

答

問答問答 問答

問答問答

第 8 号
第 9 号
第１０号
第 ６ 号
第 ６ 号
第 １ 号
第 ２ 号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号

議
決
結
果

区分
番号 件　名

可 決

認 定

可 決
及び認定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

令和６年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
教育委員会委員の任命について
専決処分の承認を求めるについて（令和７年度諏訪市一般会計補正予算（第２号）） 
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
諏訪市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
諏訪市児童遊園条例の一部改正について
諏訪市総合福祉センター条例の一部改正について
諏訪市障がい者福祉作業所条例の一部改正について
諏訪市水道事業給水条例等の一部改正について
公の施設の指定管理者の指定について
公の施設の指定管理者の指定について
令和６年度諏訪市温泉事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和６年度諏訪市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和７年度諏訪市一般会計補正予算（第３号） 
令和７年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和６年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和６年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和６年度諏訪市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和６年度諏訪市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

■報　告……

■同　意……
■承　認……
■諮　問……

■議　案……

■認　定……

◎全会一致で可決等された議案等

◎全会一致とならなかった議案等の審議結果と各議員の賛否一覧
賛成…○　反対…×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、議長（牛山 正）は、採決には加わりません。

※委員会の審査結果に基づき採決しました。

令和６年度諏訪市水道事業会計利益
の処分及び決算の認定について

認 定
第１号

議 案
第46号

工事請負契約をするについて議 案
第38号

令和６年度諏訪市一般会計歳入歳出
決算認定について

井
上
　
　登

伊
藤
　浩
平

小
山
　博
子

横
山
　
　真

大
津
　
　学

高
木
　智
子

小
泉
　正
幸

牛
山
　実
弦

吉
澤
美
樹
郎

岩
波
万
佐
巳

藤
森
　綾
子

藤
森
　靖
明

森
山
　博
美

近
藤
　一
美

用　語　解　説
躯体調査とは…（5P.3段目）

とは…（11P.1段目）ヨメテル
声をリアルタイムで文字に変換し、安心して会話できる電話アプリ。

建物の骨組み（柱・床・基礎など）の劣化や安全性を確認する調査。

近藤 一美

諏
訪
市
の
健
康
長
寿
は

高
齢
者
の
健
康
長
寿

問答
男
性
は
約
81
歳
で
県
と
ほ

ぼ
同
じ
、女
性
は
約
86
歳

で
県
を
上
回
っ
て
い
る

犯
罪
へ
の
対
応

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

問答
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら

公
表
は
し
な
い

問答

令和7年 第4回（9月）定例会  審議結果

ライポリス登録のお願い

リ
フ
ト
、キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
い
て

審
査
に
よ
り
指
定
管
理

候
補
者
が
決
定
し
た

霧
ヶ
峰
の一体
開
発

問答
要
望

安
全
で
安
心
な
地
域

市
の
防
犯
対
策
は

問答
情
報
発
信
を
通
じ
た

犯
罪
被
害
防
止

問

YouTube

YouTube

くたい
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フ
レ
イ
ル
予
防
は「
自
己
責
任
」

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
実
践
あ
る
の
み
で
す
！

横山　真

　
　
課
題
と
今
後
の
取
組
は
。

　
　
リ
フ
ト
事
業
は
、（
株
）ActW

orks

（
ア
ク
ト
ワ
ー
ク
ス
）を
、キ
ャ
ン
プ
場
は

（
株
）ア
ポ
ル
タ
を
指
定
管
理
候
補
者
に

選
定
し
た
が
、今
後
双
方
の
連
携
構
想
も

模
索
さ
れ
て
い
る
。民
間
活
力
導
入
の
効

果
等
を
見
極
め
な
が
ら
、引
き
続
き
霧
ヶ

峰
に
お
け
る
公
共
施
設
を
所
管
す
る
教

育
委
員
会
と
経
済
部
で
情
報
共
有
を
図

り
、協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
重
要
な
拠
点
施

設
で
あ
り
、
当
面
の
間
、
施
設
整
備
に

つ
い
て
市
の
直
営
を
継
続
す
る
と
決
定

し
て
い
る
。

　
　 

茅
野
市
・
下
諏
訪
町
と
連
携
し
白

樺
湖
、車
山
高
原
、霧
ヶ
峰
、諏
訪
湖
を
結

ん
だ
観
光
振
興
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
現
状
・
課
題
・
取
組
は
。

　
　
要
支
援
者
は
増
加
傾
向
、
要
介
護
者

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

　
特
定
健
診
及
び
後
期
高
齢
者
健
診
の
受

診
率
に
つ
い
て
は
、
県
内
19
市
中
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
は
比
較
的
軽
度
の
状
態
で

あ
り
、
改
善
も
見
込
ま
れ
る
。
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
参
加
の

機
会
や
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
を
推
進
す

る
な
ど
重
度
化
防
止
に
向
け
た
施
策
に

注
力
し
て
い
く
。

　
　
被
害
の
あ
っ
た
し
ん
き
ん
諏
訪
湖

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
対
策
は
。

　
　
被
害
発
生
後
、
諏
訪
警
察
署
生
活

安
全
課
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
の
立

会
を
行
い
、
長
野
県
警
察
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
促
進
事
業
補
助
金
の
採
択
に

向
け
た
協
議
を
実
施
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制
度
の

新
設
の
考
え
は
。

　
　
現
状
、
長
野
県
警
察
の
有
利
な
補

助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
諏
訪

市
ま
た
は
諏
訪
市
防
火
防
犯
組
合
連
合

会
で
さ
ら
に
補
助
を
し
て
い
く
こ
と
は

考
え
て
な
い
。

　
　
防
犯
対
策
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　
Ｄ
Ｘ
化
と
い
う
こ
と
で
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
検
証
は
し
て
い
な
い
が
、
研

究
を
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

　
　
対
策
の
取
組
・
周
知
・
強
化
策
は
。

　
　
諏
訪
警
察
署
生
活
安
全
課
及
び
諏

訪
防
犯
協
会
か
ら
の
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
き
、
諏
訪
市
防
火
防
犯
組
合
連

合
会
事
務
局
を
通
じ
て
、
各
防
火
防
犯

組
合
に
周
知
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
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い
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犯

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
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が
か
。

　
　
高
齢
者
か
ら
は
文
字
を
見
る
の
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面
倒
と
い
う
声
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あ
る
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高
齢
者
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
で
防
犯
協
会
女
性
部
が
寸

劇
を
披
露
し
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
出
前
講
座
な
ど
で
注
意
喚
起
す
る
。

　
　ラ
イ
ポ
リ
ス
登
録
の
促
進
に
つ
い
て

の
考
え
は
。
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シ
の
全
戸
配
布
や
広
報
す
わ
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
諏
訪
警
察
署
と
協

議
の
上
、
判
断
し
た
い
。

※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。
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令和６年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
教育委員会委員の任命について
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人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
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諏訪市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
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◎全会一致で可決等された議案等

◎全会一致とならなかった議案等の審議結果と各議員の賛否一覧
賛成…○　反対…×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、議長（牛山 正）は、採決には加わりません。

※委員会の審査結果に基づき採決しました。
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美

用　語　解　説
躯体調査とは…（5P.3段目）

とは…（11P.1段目）ヨメテル
声をリアルタイムで文字に変換し、安心して会話できる電話アプリ。

建物の骨組み（柱・床・基礎など）の劣化や安全性を確認する調査。

近藤 一美

諏
訪
市
の
健
康
長
寿
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高
齢
者
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健
康
長
寿

問答
男
性
は
約
81
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で
県
と
ほ

ぼ
同
じ
、女
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は
約
86
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で
県
を
上
回
っ
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い
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犯
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対
応

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

問答
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら

公
表
は
し
な
い

問答

令和7年 第4回（9月）定例会  審議結果

ライポリス登録のお願い

リ
フ
ト
、キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
い
て

審
査
に
よ
り
指
定
管
理

候
補
者
が
決
定
し
た

霧
ヶ
峰
の一体
開
発

問答
要
望

安
全
で
安
心
な
地
域

市
の
防
犯
対
策
は

問答
情
報
発
信
を
通
じ
た

犯
罪
被
害
防
止

問

YouTube

YouTube

くたい
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伊東市
静岡県

秦野市
神奈川県

伊東市・諏訪市
姉妹都市議会議員交歓研修会 開催！
　7月8・9日に静岡県伊東市の市議会議員19名が諏訪市に来訪され交歓研修会を開催しました。
1日目の研修は諏訪市が取り組んでいる「魅力の架け橋　高原湖畔都市を目指したコンパクトシテ
ィへの取組」と題して建設部
長の講演を聞き、意見交換を
行いました。その後「原田泰治
美術館」を、2日目には、「エプ
ソンミュージアム諏訪」、「諏
訪大社上社本宮」を視察し、
諏訪市の歴史や産業につい
て研修していただきました。
本年は姉妹都市締結60周年
です。今後、より一層交流を深
めていけたらと思います。

諏訪市・秦野市
姉妹都市議会議員交歓研修会 開催！
　7月23・24日に神奈川県秦野市へ全議員で交歓研修に行って来ました。1日目は「秦野市議会の
取組(議会改革・政策提言)について」、「秦野市総合防災情報システムについて」の話を聞き、その
後意見交換を行いました。今
後の議会・議員活動に活かし
ていきたいと思います。2日目
は東京オリンピックの際にア
メリカチームが練習をしたと
いう「はだの丹沢クライミング
パーク」や「はだの歴史博物
館」、「はだのじばさんず」を見
学し、秦野の歴史や産業を知
ることができました。議員だ
けではなく多くの市民の方々
に秦野市を知ってもらい交流
を深めていけたらと思います。

　今回は、上諏訪中学校美術部の生徒さんを
ご紹介します。1年生・２年生の生徒さん１０名
を取材しました。取材当日、学校は夏休みでし
たが、教室に彫刻家の仁科茂さんを招いての
作品制作ワークショップが行われており、生
徒自身の手をかたどる和紙を固めた作品の
制作が進められていました。この作品は「上諏
訪中学校＋仁科茂～表面というスキマ～」と
して、11月15日（土）～1月25日（日）まで諏
訪市美術館に展示される予定です。取材で
は、幼い頃から絵を描くことが大好きなこと、
将来はデザイン関係の仕事や、パティシエと
してケーキのデザインをしたいと夢を語って
くれました。生徒の皆さん頑張ってください！
ご協力ありがとうございました。

表紙のご紹介

モニター
通信

議会だよ
り

★表紙は、上諏訪中学校美術部 百瀬ひなさんの作品です★

　議会だより第１００号で公募させていただいた結果、
第９期議会だよりモニター１５名が決定いたしました。
　７月２５日には第１回議会だよりモニター連絡会議
を開催し、委嘱状の交付や自己紹介、職務の説明等を
行いました。

第９期議会だよりモニターが決定しました！
第９期議会だよりモニターが決定しました！

【表紙作品】
「私だけの森の中」への思い
この作品は、私の空想を、

アクリル絵の具を使って描きました。
今良く考えると、昔の時代は、自然な物を出来るかぎり
工夫をして、便利な物に変えたりしていたけれども、

今の時代は「物」全体の「機械化」が進んで来ているので、
美しい自然の大切さを忘れないようにと思い、
この作品に自然や気持ちをこめました。 

〈百瀬 ひな〉

小山 優月さん
こやま　ゆづき

百瀬 ひなさん
ももせ

小池 萌々香さん
こいけ　　ももか

宮坂 綾奈さん
みやさか　あやな

佐藤 仁菜さん
さとう　　にな

「夜の海」

「私だけの
 　　森の中」

「SUPER
   HEROINE」

「Magnolia」

「星が入った
 　　 グラス」

　議会だより
モニター

アンケート
からのご意見

新１０１号の表紙のインパクト強いですね。原輝美画伯は知っていましたので、「今回はこう来たか！」と「すわ市議会だより」の興味関心の一つです。次号も期待しています。

企画から編集
に至るまで

充実しており
、読みやすく

分かりやすい
内容でした。

議員の発言の
趣旨が簡潔で

理解

しやすく、紙面
全体から編集

担当者の

努力と工夫が
伝わってきま

す。

モニター

議会TOPICS
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▲「私だけの森の中」上諏訪中学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）

2
4
6
8

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

決算審査特別委員会報告
常任委員会報告
代表質問
一般質問

13
14
14
15
16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

審議結果（9月定例会）
議会TOPICS・姉妹都市交歓研修会を開催
議会だよりモニター通信
表紙のご紹介
議長室からこんにちは！／編集委員よりひとこと

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.0266-52-4141（内線 537・521） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会  ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
 LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

　  定例会は　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。

11月25日（火)
12月  1日（月)

2日（火)
3日（水)
11日（木)

月 日 会 議
提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！

友だち登録は
こちらから！
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い
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９
月
議
会
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は
令
和
６
年
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決
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市
政
が

さ
ら
に
住
民
の
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に
な
る
よ

う
意
見
し
ま
し
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れ
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も
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な
さ
ん
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声
を
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て
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

諏
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も
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に
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い
と
思
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す
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自
愛
く
だ
さ
い
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　    （
大
津  

学
）

諏訪市公式LINEで議会だよりを配信します！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
見ましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃん
ねる」（１21ch）で生中継しています。また
代表・一般質問の映像は定例会終了後、
YouTubeにアップしています。各議員の
QRコードを読み込むと、動画一覧ページ
に移動しますので、ぜひご覧ください。ま
た、本会議の会議録は、図書館、市役所
ロビー、ホームページ、議会事務局で閲
覧することができます。

請願・陳情を提出することが
できます！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見や要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　　   までです。
　提出方法など、詳しくは事前に
　お問い合わせください。
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副
委
員
長

委

員

委

員

委
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委

員

横
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真
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学
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靖
明

藤
森
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万
佐
巳

牛
山
実
弦

議
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

月     日（月）正午11 17

月      日（火）11 25月12

月定例会日程（10：00～予定）12

目次

議長室か
ら

こんにち
は！

　９月に入り、上社十五夜祭奉納相撲、伊東市文化
協会との姉妹市交歓学

習会に参加してきました。まさに芸術・文化の秋で
す。芸術や文化は人の五

感を通じて、語る力・つなぐ力・育てる力など私た
ちの心や社会に根ざした

力を持っています。
　奉納相撲は、地域の絆と室町時代からつながる

歴史と文化。交流は今年

で６０周年、異なる文化が交わり、互いの理解と友
情を深める催しで地域の

歴史と未来をつなぐ会でした。いよいよ文化センタ
ーの改修が始まります。

過去の遺産を守りながら、未来の市民活動や文化
創造の基盤を築く施設で

す。市民に愛されるセンターになることでしょう。
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